
２０２３（令和５）年 3月 ２０２３（令和５）年 3月第 13 号 第 13 号

（発　行）
佐世保自衛隊後援会
会長　金子　卓也
佐世保市湊町6番10号
（佐世保商工会議所内）
TEL（0956）22-6121

佐
世
保
自
衛
隊
後
援
会
だ
よ
り

佐
世
保
自
衛
隊
後
援
会
だ
よ
り

佐
世
保
自
衛
隊
後
援
会
だ
よ
り

資料出所：防衛省ホームページ、一部抜粋

1/16自衛隊後援会1月例会「防衛講話」
２/９自衛隊後援会青年部 対馬視察研修
1/16自衛隊後援会1月例会「防衛講話」
２/９自衛隊後援会青年部 対馬視察研修

「国家安全保障戦略」等の概要
～国家安全保障戦略・国家防衛戦略・国家安全保障戦略～
「国家安全保障戦略」等の概要

～国家安全保障戦略・国家防衛戦略・国家安全保障戦略～

1/16海上自衛隊第2護衛隊群司令 清水海将補による防衛講話

2/9青年部対馬研修（海上自衛隊対馬防備隊） 2/9青年部対馬研修（陸上自衛隊対馬警備隊）
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月
例
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１
月
１６
日（
月
）１４
時
よ
り
、海
上
自

衛
隊
第
２
護
衛
隊
群
司
令
清
水
徹（
ひ

と
し
）海
将
補
を
講
師
に
招
き
、防
衛
講

話
を
開
催
、４７
名
が
参
加
し
た
、演
題
は

「
海
上
自
衛
隊
に
つ
い
て
」。講
話
の
詳
細

は
次
ペ
ー
ジ
参
照
。
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２
月
９
日（
木
）、当
後
援
会
池
田
真

秀
副
会
長
は
じ
め
と
す
る
青
年
部（
八
谷

将
光
青
年
部
会
長
）は
、陸
上
自
衛
隊
対

馬
警
備
隊（
対
馬
警
備
隊
長
兼
対
馬
駐

屯
地
司
令 

町
中
芳
則
１
等
陸
佐
）お
よ

び
海
上
自
衛
隊
対
馬
防
備
隊（
対
馬
防

備
隊
司
令 

吉
江
峰
樹
１
等
海
佐
）を
視

察
研
修
し
た
。陸
上
自
衛
隊
対
馬
駐
屯

地
は
日
本
で
３
番
目
に
小
さ
い
駐
屯
地
で
、

任
務
は
対
馬
を
守
る
こ
と
。島
民
は
自
衛

隊
に
対
し
て
友
好
的
で
、島
内
各
地
の
山

や
廃
校
を
使
っ
て
実
地
訓
練
を
し
て
い
る
。

海
上
自
衛
隊
対
馬
防
備
隊
は
管
理
機
能

の
み
担
っ
て
お
り
、警
備
所
も
合
わ
せ
た

隊
員
数
は
約
２
０
０
名
。現
在
は
中
国
や

ロ
シ
ア
の
艦
艇
が
月
に
２０
回
ほ
ど
航
行
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
、４
直
制
で
２４
時
間

監
視
に
あ
た
っ
て
い
る
。自
衛
隊
後
援
会

青
年
部
で
は
、国
防
の
最
前
線
部
隊
の
活

動
を
研
修
し
自
衛
隊
支
援
に
一
層
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
し
た
。
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２
月
１５
日（
水
）、佐
世
保
教
育
隊（
教

育
隊
司
令 

吉
田
太
郎
１
等
海
佐
）は
第

１８
期
一
般
海
曹
候
補
生
課
程
修
業
式
を

教
育
隊
体
育
館
で
開
催
し
た
。修
業
生

は
３３
名
、う
ち
九
州
出
身
は
５
名
。

一般曹候補生

幹部候補生一般

自衛官候補生

待遇・その他種　　目 資　　格 試験期日 合格発表受付期間採用予定人員 （締切日必着）
入隊時期
（締切日必着）

令和 5年度自衛官等採用案内

22歳以上26歳未満の者

(20歳以上22歳未満の

者は大卒(見込含)、修

士課程修了者等(見込

含)は28歳未満の者)

20歳以上28歳未満の

者修士課程修了者等

(見込含)

18歳以上33歳未満の者

(32歳の者は、採用予

定月の末日現在、33歳

に達していない者)
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資料出典：防衛省ホームページ■国家安全保障戦略（概要）

■国家防衛戦略（概要）

■防衛力整備計画（概要）

•国家安全保障に関する最上位政策文書
•外交、防衛に加え、経済安保、技術、サイバー、情報等の国家安全保障戦略に関連する分野の政策に戦略的指針を与える。

国家安全保障戦略

•防衛の目標を設定、それを達成するためのアプローチと手段を示すもの
　－防衛力の抜本的な強化（重視する７つの能力を含む）
　－国全体の防衛体制の強化
　－同盟国・同志国等との協力方針

国 家 防 衛 戦 略

•我が国として保有すべき防衛力の水準を示し、その水準を達成するための中長期的な整備計画で以下の内容を含むもの
　－自衛隊の体制（概ね５年後と１０年後の体制を念頭）
　－５ヵ年の経費の総額・主要装備品の整備数量（特に重要な装備品等の研究・開発事業とその配備開始等の目標年度などを
　　本文に記載

防衛力整備計画

（おおむね10年程度の期間を念頭）

（おおむね10年程度の期間を念頭）

（新たに策定）

（新たに策定）

防
衛
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新たな戦略体系における国家防衛戦略の位置付け

我が国防衛の基本方針 「反撃能力」：我が国への侵攻を抑止する上での鍵

新たに必要となる事業に係る契約額（物件費）の内訳 防衛力の抜本的強化を実現するための最適化

l

l

11

l

l

区　　分 分　　野 事 業 費 （参考）
01’中期

スタンドオフ防衛能力
統合防空ミサイル防衛能力
無人アセット防衛能力

機動展開能力・国民保護
指揮統制・情報関連機能

持続性・強靱性

防衛生産基盤の強化

研究開発

基地対策
教育訓練費、燃料費等

宇宙
サイバー
車両・艦船・航空機等

弾薬・誘導弾

施設の強靱化

装備品等の維持整備費
・可動確保

領域横断作戦能力

約0.2兆円
約1兆円
約0.1兆円

約3兆円

約1兆円

約1兆円

約1兆円

約2.4兆円
約2兆円

約4兆円

約5兆円
約3兆円
約1兆円

約0.3兆円
約0.3兆円

約2兆円
約1兆円

約9兆円

約4兆円

約2兆円

約1兆円
約1兆円
約6兆円

（他分野も含め
約5兆円）

約0.4兆円
（他分野も含め

約1兆円）

約1兆円

約2.6兆円
約4兆円

（他分野も含め
約3.5兆円）

今後の防衛力については、相手の能力と戦い方に着目して、我が国を防衛する能力をこ
れまで以上に抜本的に強化。また、新たな戦い方へ対応。いついかなるときも力による
一方的な現状変更とその試みは決して許さないとの意思を明確にしていく必要

①力による一方的な現状変更を許容しない安全保障環境を創出
②力による一方的な現状変更やその試みを、同盟国 ・ 同志国等と協力・連携して抑
止・対処し、早期に事態を収拾

③万が一、我が国への侵攻が生起する場合、我が国が主たる責任をもって対処し、同
盟国等の支援を受けつつ、これを阻止・排除

①我が国自身の防衛体制の強化

②日米同盟の抑止力と対処力の強化 ：日米の意思と能力を顕示
③同志国等との連携の強化 ：一か国でも多くの国 と々の連携を強化

３つの防衛目標

防衛目標を達成するための３つのアプローチ

〇核兵器の脅威に対しては、 核抑止力を中心とする米国の拡大抑止が不可欠

〇上記に加え、いわば防衛力そのものとしての防衛生産・技術基盤、防衛力の中核である自衛隊員の能力を発
　揮するための基盤も強化

▶その中核たる 我が国の防衛力を抜本的に強化
▶国全体の防衛体制を強化

[
]

参考(令和４年度)
陸　　約181名
(うち女子約25名)
海　　約 94名
(うち女子約12名)
空　　約 86名
(男女の区分なし。)

※１

①３月１日～４月14日
(音楽要員除く。)

➁３月１日～６月15日
(飛行要員除く。)

)

①１次:４月22日・23日
　 (４月23日は海・空飛行
　要員のみ)
　２次:５月26日～　　　
　　　　　　　 ６月１日
　３次(海・空飛行要員のみ
　(海):６月22日～26日 
　(空):７月15日～　　　
　　　　　　　 ８月３日
➁１次:６月24日
　２次:８月１日～７日

①１次:５月19日
　２次(海・空飛行要員のみ)
　(海):６月15日
　(空):６月19日
　最終
　(陸):７月６日
　(海):７月14日
　(空):８月25日

➁１次:７月21日
　最終:９月21日

令和６年３月中旬
 ～４月上旬

入隊後約１年で
３等陸・海・空尉
院卒者試験合格者は
２等陸・海・空尉

[
]

参考(令和４年度)
陸　　約14名
海　　約４名
空　　約10名

※１

参考(令和４年度)
　陸　 約4,000名
　(うち女子約500名)
　海　 約1,580名
　(うち女子約200名)
　空　 約1,400名
　(男女の区分なし。)

※１

①３月１日～５月９日

②７月１日～９月５日

③９月６日～11月30日
※４

①１次:５月19日～28日
２次:６月17日～

　　　　　　 ７月２日
②１次:９月15日～24日    
２次:10月14日～　

　　　　　　 11月５日
③１次:12月９日～14日     
　２次:令和６年１月６日
　　　　　　　 ～14日
※いずれか１日を指定
されます。

①１次:６月８日
最終:７月20日

②１次:10月５日
 最終:11月24日

③１次:12月22日
最終:令和６年１月29日

令和６年３月下旬
～４月上旬

※上記の他に設定す
る場合があります。

入隊後２年９か月経
過以降選考により
３等陸・海・空曹

参考(令和４年度)  
男　子           
　陸　 約5,000名      
　海　 約　950名      
　空　 約1,700名

女　子           
　陸　 約  750名        
　海　 約  200名         
　空　 約  600名

※１

年間を通じて行ってお
ります。

受付時又は各自衛隊地
方協力本部のホーム
ページにてお知らせし
ます。

 

           ※５

試験時にお知らせ
します。

令和６年３月下旬
～４月上旬

※上記の他に設定す
る場合があります。

所要の教育を経て、
３か月後に２等陸・
海・空士に任用
陸上(技術系を除く。)
は１年９か月、陸上
(技術系)・海上・航
空は２年９か月を１
任期として任用(以
降２年を１任期)


